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人数（人） 　～４０人 時間 ２時間

対象 小３以上 時期 通年

場所

指導形態

安全管理

施設から貸出

団体で準備

確認事項

展
　
開

活
動
の
説
明

○必要な物品を受け取る。（準備物参照）

日本一周の旅

　引率者による監視（ポイント及びその周辺）と職員による巡回

留意事項内　　容

・設定した制限時間内にスタート地点に戻るよう気をつける。
　　（標準時間：６０分）

○全グループがゴールした後，
　 問題の答え合わせと得点計算を行う。

○ふり返りや感想発表，まとめの話などを行う。
○片付け、掃除をする。

○全グループ一斉に出発する。
　　・敷地図を手がかりに
　　  施設内に設置されている木札を見つけていく。

　　・見つけた木札に書かれているキーワードを
　　　解答用紙に記入する。　（ポイントは全部で５０個）

＜職員＞
・適宜、巡回する。

※無線は他団体の活動と併用することも
あるので、緊急連絡のみ使用する。

＜引率者＞コース内での完全監視
・立ち位置につき、無線のつながり具合
を確認する。
・活動中は立ち位置、その周辺での安全
監視を行う。

敷地内

活動しやすい服，履き慣れた靴，帽子，タオル，水筒，雨具（カッパ），虫除けスプレー

　　　　自主活動　　　　・　　　　事前の説明のみ　　　・　　　　直接指導

画　像

グループごとに施設内の自然の中を歩き，敷地図を手がかりに、
設置されている木札のポイントを見つけていく。

＜職員による説明＞
○めあてや活動の進め方の説明を聞く。
○注意事項についての説明を聞く。

活
動
前

＜職員との打ち合わせ＞（開始１０分前）
・進行方法（ルール説明、答え合わせ等）、時間配分の設定
・引率者の立ち場所や緊急時の連絡方法、無線の使い方

＜荒天時＞
相談の上，実施判断をする。

概　要

ねらい
○　仲間と協力してポイントを探し当てることで，協力する心や思いやりの心を育てる。
○　森の草花を見たり生き物を探して歩いたりすることで，自然への気づきを促し，興味や関心を高める。

準　備

＜引率者に＞　無線機，敷地図
＜各グループに＞　解答用紙，敷地図，バインダー，腕時計，筆記用具

内容

・グループ（１グループ５～７人程度）を編成する。
・引率者は担当職員と実施方法や監視体制・安全管理等について事前に確認をする。
・制限時間は６０～９０分とし，団体の事情や参加者の実態等により設定することができる。
・子どもたちだけのグループで活動する場合は，小学校高学年以上が望ましい。

敷地図

解答用紙

・コース以外のところは通らない。

・走らない。歩いて活動。

・車の通行に注意する。

・山道を歩くので、

ヘビ、ハチ等危険生物に注意する。

かぶれやすい植物にも注意する。

・適宜、水分補給をする。


